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快眠雑誌・ネルゾー（NERUZO 2019.6）によると、脳が原因でレム睡眠中の筋弛緩が障害されると、

レム睡眠中の夢に応じて通常では現れない歯ぎしりや食いしばり（睡眠ブラキシズム）、大きな寝言、

激しい体動が出現し、歯ぎしりで歯や歯周を痛めたり、隣で寝ている人を寝言で驚かしたり、暴れて殴っ

たり蹴ったりすることがあります。これはシヌクレイノパチーという脳の変性によるレム睡眠行動異常症という

疾患で、パーキンソン病、レビー小体型認知症、多系統委縮症といった脳神経内科の疾患に進行する

ことが知られています。疑いのある人は左のチェックシートで可能性を確認してください。 

 

 




